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 令 和 ２ 年 第 ４ 回 定 例 会  

令和２年度補正予算（案）の概要 

   

  第４回定例会では、国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金」関連予算について、事業完了などに伴い、13 事業を減額補正するととも

に、この財源などを活用し、町内会を支援する「町内会活動感染防止対策支援

事業費補助金」や宿泊客誘客を図る「宿泊施設誘客促進追加事業費補助金」な

どを計上しました。 

そのほか、ふるさと納税の寄附見込金額及び件数の増加に伴う「ふるさと納

税関係経費」の増額や、債務負担行為として、「外局内線電話通信設備改修事

業費」、「ふれあいパス事業費」や身体障害者福祉センターの指定管理者による

管理代行業務費などを計上しました。 

 

※１ 水道事業会計は、債務負担行為の設定のみ 

 ２ 下水道事業会計は、歳入予算の補正のみ 

 

【補正予算の主な内容】 

 

 一般会計 

 

◇ 新型コロナウイルス感染症対策関連予算 

 

 ≪「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」活用事業（市独自）≫ 

 

公共交通事業者等支援事業費            △１８３万６千円 

（２臨）2,600万円→（補正後）2,416万 4千円 

事業完了に伴う減 

会  計  名 補正予算額 

一 般 会 計  ２億６１万７千円 

住 宅 事 業 特 別 会 計          ２０万５千円 

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 ７６６万８千円 

後期高齢者医療事業特別会計          ４１万８千円 

病 院 事 業 会 計 △７億７，０４７万５千円 

水 道 事 業 会 計 ― 千円 ※１ 

下 水 道 事 業 会 計 ― 千円 ※２ 

合     計    △５億６，１５６万７千円 
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避難所衛生環境整備事業費             △１０６万６千円 

（２臨）624万 8千円→（補正後）518万 2千円 

事業完了に伴う減 

 

 

町内会活動感染防止対策支援事業費補助金         ５６０万円 

小樽市総連合町会を通じ、町内会に支援金を交付 

   ①町内会活動に対する支援 

    対象：149町会 

    交付額：世帯数により１～５万円 

   ②町内会館の感染防止対策に対する支援 

    対象：80町会 

    交付額：町内会館を所有又は賃借 ３万５千円 

        マンション等の集会室を利用 ５千円 

 

 

感染症患者宿泊療養施設等移送事業費         ３５８万１千円 

  （２臨）796万 7千円→（補正後）1,154万 8千円 

  クラスター発生等の影響による移送見込回数の増加に伴う増 

 

 

クラスター対策事業費                 ２１万２千円 

（２臨）320万円→（補正後）341万 2千円 

  クラスター発生等の影響による宿泊療養施設への職員派遣回数の増加に伴う 

旅費の増 

 

 

飲食店事業継続支援事業費           △３，０８１万５千円 

（4/23専決）7,030万円→（補正後）3,948万 5千円 

  事業完了に伴う減 

 

 

小売業等事業継続支援事業費          △５，３９０万２千円 

  （１臨）2億 300万円→（補正後）1億 4,909万 8千円 

  事業完了に伴う減 

 

 

休業及び感染防止協力金支給事業費         △１２０万３千円 

  （２臨）602万円→（補正後）481万 7千円 

  事業完了に伴う減 

 

 

飲食店支援金支給事業費               １，７７６万円 

  （２臨）1億 4,038万円→(補正後）1億 5,814万円 

  申請件数の増加に伴う増 
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製造業等事業継続支援事業費            △４，６９９万円 

  （２臨）1億 1,200万円→（補正後）6,501万円 

  事業完了に伴う減 

 

 

新型コロナウイルス感染症対応促進事業費       ６，３５０万円 

  （２臨）1億 7,700万円→（補正後）2億 4,050万円 

  申請件数の増加に伴う増 

 

 

冬のフェスタ開催事業費補助金              ３５０万円 

  市内製造事業者や卸・小売事業者が、商品の魅力発信と消費を喚起するため 

開催するサンモール一番街でのイベントに係る経費の一部を助成 

  ・助成先：（一社）小樽物産協会 

 

 

宿泊業事業継続支援事業費             △６７６万２千円 

  （１臨）2,800万円→（補正後）2,123万 8千円 

  事業完了に伴う減 

 

 

宿泊業事業継続追加支援事業費            ３８０万３千円 

  （２臨）1億 2,000万円→（補正後）1億 2,380万 3千円 

  対象事業者の増加に伴う増 

 

 

宿泊施設誘客促進追加事業費補助金【繰越明許費】   ３，５００万円 

（繰越明許費 3,500万円） 

  市内宿泊事業者が宿泊者誘客のために行う宿泊料金の割引に対し、割引料の 

一部を助成 

  ・助成先：市内宿泊施設及び民泊施設 

      （ラブホテルは対象外） 

 

 

消防職員感染防止対策事業費             ２７５万５千円 

  （３定）93万 5千円→（補正後）369万円 

  感染症の拡大や新たな発生に備え、感染防止用資器材を追加購入 

 

 

消防職員感染症対策防寒衣整備事業費【繰越明許費】１，１１５万５千円 

（繰越明許費 1,115万 5千円） 

  感染症対策のため、撥水性及び機動性に優れ、感染防止衣としても 

代替可能な防寒衣を整備 
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感染防止施設整備事業費【繰越明許費】        １，５５０万円 

（繰越明許費 1,550万円） 

  救急出動で汚染された感染症廃棄物の管理及び装備資機材の消毒のため、 

消防本部車庫内に消毒室を整備 

 

 

教育情報化推進事業費             △７，３４２万３千円 

  ・小学校費 （３定）4億 6,580万円  →（補正後）4億 1,926万 5千円 

  ・中学校費 （３定）2億 9,900万 7千円→（補正後）2億 7,211万 9千円 

 

 ・教育用端末整備事業費 

    事業費確定に伴う減 

 

小学校費               △４，１８９万５千円 

    市整備分             △１，４７５万２千円 

 

    国整備分             △２，７１４万３千円 

 

   中学校費               △２，３７９万５千円 

    市整備分               △８９１万８千円 

 

    国整備分             △１，４８７万７千円 

 

 ・ＧＩＧＡスクールサポーター配置事業費 

    事業費確定に伴う減 

 

小学校費                   △４６４万円 

     

   中学校費                 △３０９万３千円 

 

 ・モバイルルーター整備事業費（小学校費・中学校費）     ― 

    ・台数変更（総事業費に変更なし） 

    ・補助上限額（１台１万円）の適用に伴う財源振替 

地方創生臨時交付金 △600万円（小学校費△340万円、中学校費△260万円） 

公立学校情報機器整備費補助金 600万円（小学校費 340万円、中学校費 260万円） 

 

 

職員給与費（職員手当等）            １，８９１万１千円 

  （２臨）32億 3,284万 7千円→（補正後）32億 5,175万 8千円 

  新型コロナウイルス感染症関連業務に従事した正規職員の超過勤務手当 

（４月～９月分）を支給 

 

 

住宅事業特別会計への繰出金              ２０万５千円 



5 

 

≪その他の新型コロナウイルス感染症対策関連予算≫ 

 

遠隔手話サービス環境整備事業費            ２１万３千円 

  聴覚障害者が自身のスマートフォン等からテレビ電話等（Ｓｋｙｐｅ又は 

Ｚｏｏｍ）を利用し、市専任手話通訳者に手話で問合せができるサービスを実施 

 

 

介護サービス提供基盤等整備事業費交付金       １３９万５千円 

  地域密着型介護サービス事業所に対し、簡易陰圧装置及び換気設備の 

設置費用を助成 

  ・交付先：(株)泰進建設 

 

 

市民会館・公会堂・市民センター施設関係経費（臨時休館等損失補塡金） 

                        １，３２５万５千円 

  （３定）130万 5千円→（補正後）1,456万円 

  新型コロナウイルス感染症の影響に伴う、利用料金制度導入施設の 

指定管理者に対する損失補塡金 

  ・令和２年４～９月分 

 

 

検査室環境整備事業費                  ６００万円 

  （２臨）2,995万 1千円→（補正後）3,595万 1千円 

  インフルエンザの流行期における検査件数の増加に対応するため、 

試薬等を追加購入 

 

 

新型コロナウイルス感染症対策事業費         ７２７万８千円 

  （３定）3,629万 8千円→（補正後）4,357万 6千円 

  ・クラスター発生等の影響による医療費の支出見込額の増 

  ・直営の行政検査増加に備えた外部委託に係る経費 

 

 

◇ その他の補正予算 

 

ふるさと納税関係経費                ６，０５０万円 

  （当初）6,800万円→（補正後）1億 2,850万円 

  ふるさと納税の件数増に伴う返礼品発送経費等の増 

 

 

中国残留邦人等生活支援給付費            ７７４万８千円 

  （当初）824万 1千円→（補正後）1,598万 9千円 

  新規認定及び医療費の増加に伴う支出見込額の増 
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訓練等給付費（障害者福祉費）        １億３，９３６万７千円 

  （当初）12億 5,337万 6千円→（補正後）13億 9,274万 3千円 

  利用者数の増加に伴う支出見込額の増 

 

 就労継続支援                ８，２４７万３千円 

 

 共同生活援助（グループホーム）       ５，６８９万４千円 

 

 

障害者自立支援給付支払等システム改修事業費       １９８万円 

  令和３年度予定の報酬改定に対応するため、現行システムを改修 

 

 

後期高齢者医療費療養給付費市負担分      △５，５０３万７千円 

  （当初）23億 6,269万 2千円→（補正後）23億 765万 5千円 

  令和元年度の北海道後期高齢者医療広域連合に対する市負担額の確定に伴う精算 

 

 

【債 務 負 担】 

 

〇外局内線電話通信設備改修事業費               ― 

                      （債務負担 3年度 2,300万円） 

  令和３年度予定の組織改革に伴う、建設部や教育部などの移転に合わせて、 

本庁舎と外局庁舎を結ぶ内線電話を改修する工事の早期発注を図るため、 

債務負担行為を設定 

 

 

〇ふれあいパス事業費                     ― 

                     （債務負担 3年度 1億 3,471万円） 

令和３年４月実施予定のバス利用に係る制度変更に合わせて、バス事業者と 

協定を締結するため、債務負担行為を設定 

 

 

〇臨時市道整備事業費                     ― 

（債務負担 3 年度 7,000 万円） 

端境期対策として工事の早期発注を図るため、債務負担行為を設定 

・赤岩２丁目団地横通第３線ほか３路線 

 

 

〇スクールバス運行経費                    ― 

（債務負担 3 年度 4,000 万円） 

令和３年度のスクールバス運行に係る契約を行うため、債務負担行為を設定 

  ・対象校：銭函小、張碓小、長橋小 
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〇水泳教室開催経費                      ― 

（債務負担3年度 893万6千円） 

令和３年度の小樽市水泳教室開催に係る契約を行うため、債務負担行為を設定 

 

 

［指定管理者管理代行業務費関連］                   

〇身体障害者福祉センター    （債務負担 3～7年度 1億 1,309万円） 

〇銭函市民センター       （債務負担 3～7年度   3,200万円） 

〇夜間急病センター       （債務負担  3  年度 1億 8,650万円） 

〇事業内職業訓練センター    （債務負担 3～7年度  666万 5千円） 

〇鰊御殿            （債務負担 3～7年度 3,287万 6千円） 

 

 

【そ の 他】 

［歳 入］財政調整基金繰入金          ５，３２９万３千円 

 

［積 立 金］寄附に伴う積立金           ４，８６１万５千円 

ふるさと応援基金積立金ほか５件               

 

［繰 出 金］介護保険事業特別会計への繰出金      ３８１万８千円 

 

 

◆ 特別会計 

 

◇ 住宅事業特別会計 

 

市営住宅集会所感染防止対策支援事業費補助金      ２０万５千円 

・市営住宅集会所（11か所）を対象に、支援金を交付 

・助成先：各市営住宅集会所管理委員会（指定管理者） 

・感染防止対策に対する支援 

① 町内会館等を兼ねる集会所 

対象：５か所 

交付額：３万５千円 

② 上記を除く集会所 

対象：６か所 

交付額：５千円 

 

 

［歳 入］一般会計繰入金               ２０万５千円 

         （地方創生臨時交付金） 

 

 

［指定管理者管理代行業務費関連］                   

〇市営住宅         （債務負担 3～7年度 4億 4,335万 6千円） 

 



8 

 

◇ 介護保険事業特別会計 

 

介護保険事務処理システム改修事業費         ７６６万８千円 

（２定）110万円→（補正後）876万 8千円 

    令和３年度予定の介護報酬改定等に対応するため、現行システムを改修 

 

 

  保険給付費（介護サービス等諸費）         △２，５００万円 

    給付費見込みの精査に伴う減 

 

居宅介護サービス給付費             

 

 

保険給付費（高額介護サービス等費）         ２，５００万円 

    給付費見込みの精査に伴う増 

 

   高額介護サービス費               ２，３５０万円 

 

   高額医療合算介護サービス費             １５０万円 

 

 

◇ 後期高齢者医療事業特別会計 

 

後期高齢者医療システム改修事業費           ４１万８千円 

平成３０年度の税制改正に伴い、令和３年１月１日から適用される改正後の 

個人所得課税に対応するため、現行システムを改修 

 

 

 

◆ 企業会計 

 

◇ 病院事業会計 

 

  【減収対策関連予算】 

 

    医業費用                 △７億３，７００万円 

 

     給与費                  △１億４００万円 

     ・患者数の減少に伴う特殊勤務手当、時間外勤務手当等の減 

     ・看護助手等パートタイム会計年度任用職員の減 

     ・給与改定による期末手当等の減 

 

     材料費                △５億６，１００万円 

     ・患者数の減少に伴う薬品費及び診療材料費の減 
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     経費                   △４，０００万円 

     ・患者数の減少に伴う給食委託料等の減 

 

     研究研修費                △３，２００万円 

     ・新型コロナウイルス感染症の影響による出張旅費等の減 

 

    医業外費用                  △５，６１０万円 

 

     雑損失                   

     ・材料費の減に伴う消費税及び地方消費税雑損失の減 

 

 

［歳 入］医業収益            △２６億２，３００万円 

国庫補助金               ２，２００万円 

道補助金（緊急包括支援交付金）  １億５，０６４万４千円 

企業債（特別減収対策企業債）    １６億８，１００万円 

 

 

【その他】 

 

 医業費用                    ７３３万３千円 

 

  経費 

  ・新型コロナウイルス感染症対策事業費 

    医療従事者への宿泊施設確保に伴う経費 

    院内保育所の感染防止のために必要な消耗品等を購入 

 

 附帯事業費用                    ３００万円 

 

  看護学院費 

  ・遠隔授業を実施するために必要な設備整備費等の経費 

 

 

 建設改良費                 １，１３６万２千円 

 

  医業設備費 

  ・電動ベッドの購入 

 

 

 長期貸付金                      ９３万円 

 

  修学資金 
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◇ 水道事業会計 

 

配水管整備事業費【債務負担】                ― 

（債務負担 3 年度 7,700 万円） 

端境期対策として工事の早期発注を図るため、債務負担行為を設定 

   ・桜配水管布設工事ほか４件 

 

 

◇ 下水道事業会計 

 

［歳 入］企業債(資本費平準化債)             １億円 

 

 

 

 

 

 

 

上記のほか、 

一般会計では、国庫補助金や寄附金による事業費の財源振替を予算計上し

ています。 

 


